
（別記様式第１２号）（第３の８関係） 

（北アルプス地域） 

令和５年度 地域発 元気づくり支援金事業総括書 

 

 

事 業 内 容     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 効 果  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

今後の取り組み 
 

 

 

 

 

 

事 業 名 北アルプス山麓ブランド活性化推進事業 

事 業 主 体 

（連絡先） 

北アルプス山麓農畜産物ブランド運営委員会 

（TEL 0261-23-6511） 

事 業 区 分 農業の振興と農山村づくり 

事業タイプ ソフト 

総 事 業 費 1,352,907円（うち支援金：1,082,000円） 

 
 

① 北アルプス山麓ブランド品の

認知度向上及び販路拡大 

② 地域内にある優れた商品を認

定し、商品のブランド化と販売

促進を図る。 

※自己評価【Ｂ】 

【理由】 

①台湾へ委員長及び事務局員が 

渡航し、消費者及び店舗職員に

対し直接北アルプス山麓ブラン

ド品をＰＲすることができた。 

②新商品として開発してきた商品を

含め、多くの商品が認定された。 

(冷し焼き芋、ハックルベリー加工

商品等) 

【物産展】 

 【目標・ねらい】 

 

① 台湾における販路拡大（物産展を契機に取引開始）  

・取引品目数 44品 10事業者 

② 北アルプス山麓ブランド新規認定品数 

・新規認定品目数６品目（４事業者） 

認定品名 事業者名 

黄金桃 濱りんご 

冷たい石焼き芋 田舎の味でもりあげ隊 

大町銀嶺豚／安曇野げんき豚 (株)あずみ野エコファーム 

アルプスハックルベリージャム 
花とハーブの里ガーデン 

ハックルベリー生産者の会 
アルプスハックルベリージュース 

アルプスハックルベリービネガー 

 

北アルプス山麓ブランドの海外に向けた認知度の向上 
と販売促進を図るため、日本産食品の認知度の高い「台湾」
において、現地店舗への輸出に取組んだ。 
主な内容は以下のとおり。 
〇北アルプス山麓ブランド品の海外展開「台湾」 
・北アルプス山麓物産展の開催（２回） 
日時：令和５年６月９日（金）～11日（日） 
   令和５年 10月８日（日）～10日（火） 

 場所：台湾・台中市 裕毛屋「公益店」 
〇ブランド品の認定審査 
・北アルプス山麓ブランド認定委員会の開催 
  新規認定（認定審査会：令和５年８月 18日） 
〇その他（ブランド品ＰＲ） 
・「北アルプス山麓ブランドの日」でのＰＲ 
  小谷村役場多目的ホール（令和５年８月 19日） 
・北アルプス山麓おむすびプロジェクトの推進 
オープニングセレモニー：令和５年８月 19日(土) 

 オープニングイベント：令和６年１月 17日（水） 
 おむすびの日広告の掲載 大糸ﾀｲﾑｽ（1月 17日） 

① 台湾への販路拡大（輸出拡大）へ向け取組みを継続し、現地での取り扱い（商談成立）

を目指した商品づくりの研究を進めるとともに、これまで取引が継続し、店舗の定番商

品として定着するよう商談や販売促進に取り組む。 

② コロナ禍で減少した観光客が徐々戻りつつある中で、観光誘客と北アルプス山麓の「食」

と連携したブランド品の販売促進と、地域内の優れた商品のブランド品としての認定を

推進する。 


